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学校所在県：山口県
学校名：ഡ市立ࢵ෱小学校
名前：松本　英一
担当教科：全教科

実践教科：総合
対象学年：小学3、4年生
対象人数：12名

ラオスΛ஌ろ͏͑ߟ�Α͏�ʙラオスཱྀߦʙ

■実践の目的　

ラオスཱྀ行のٙ似体験活動を通して、異文化について知り、考える。	

■授業の構成

時限・対象学年 テーマ・ねらい 方法・内容 使用教材

̍時限目
3ŋ4年生

世界の食卓を比べよう
・ラオスの食୎の写真から考えたことを 

交流し、ラオスについてڵຯを
࣋つ

（1）�つの食୎（中国、ラオス、υイπ）の 
写真をఏࣔし、ઌ生が行ͬた国をબぶ

（�）ラオスの食୎を料理、食べํ、人などの 
点から見て、感想を交流するࢹ

（�）;り返りをする

（1）�Χ国の写真

2時限目
3ŋ4年生

ラオスってどんな国？
・ཱྀ行というٙࣅ体験活ಈから、 

ラオスについての理ղをਂΊる

（1）ラオスཱྀ行に行くというઃఆで、 
ө૾をもとにラオスについて知る

（�）ཱྀ行に行ͬた感想（日ه）を交流する
（�）日本とのちがいをまとΊ、;り返りをする

（1）文化などの違い
が෼かる写真、
ө૾

（1）セパタクロー
のٿ

（�）໛଄ࢴ

3時限目
3ŋ4年生

ラオスはᶸちがうᶹ国？
・異文化の中にも共通するものが 

あることを知る

（1）ϖタンク、子どもたちのকདྷのເ、 
料理など、自෼たちと共通するө૾を見る

（�）感想を交流する
（�）;り返りをする

（ 1 ） 文 化 な ど で 
 ていることがࣅ
෼かる写真、ө૾

（�）໛଄ࢴ

4時限目
3ŋ4年生

電気໰題
・ศརになること、ࢧԉのありํを

考える

（1）h 地ٿυラϚνοクʮଜにి気が 
やͬてきたʯʱを見る

（�）ి気がつくことにࢍ੒か൓対か考える
（�）�ϲ݄ޙ、ଜがどうなͬたか考える
（4）ి気がついたことについてҙ見交流する
（5）;り返りをする

（1）ө૾
ʰ 地 ٿ υ ラ Ϛ ν ο ク 

ňଜにి気がやͬて 
きたʯʱ

5時限目
3ŋ4年生

おྱのプレθントをしよう
・ଜ人や自෼たちのࢥいをもとに、

プレθント内容を考える

（1）ϊンϒンଜのϗーϜスςイをٙࣅ体験する
（�）ଜ人や自෼たちのࢥいをもとに、 

プレθント内容を考える
（人ˠάϧープݸ） 
（�）άϧープで考えたプレθントとͦの

プレθントをબんͩ理༝を交流する
（4）;り返りをする

（1）ϗーϜスςイの 
写真、ө૾

（�）໛଄ࢴ
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6時限目
3ŋ4年生

「文通をしよう」
・文通する中でおޓいの文化を

理ղし親近感を࣋つ

（1）おखࢴにॻく内容（自ݾ紹介、޷き
な物・事、日本の紹介、学習で知ͬ
たことなど）を֬ೝする

（�）खࢴをॻく

（1）ラオスの子ども
たちの写真

（�）खࢴ

＜本時の流れ＞　　
（1）動ըに同化し、ラオスཱྀ行をする。

（2）食べ物や生活の࢓方、町の様子に注目し、日本との違いを見つける。　ݸ人	→	グループ

（3）グループで交流した意見を紹介する。

（4）;りฦりの日記を書く。

＜児童の様子＞
　ラオスཱྀ行が当たり3、4年生でཱྀ行に行くという設定で、

導入を行った。遠くに出かける経験が少ない児童が多く、興

味௡々に学習をスタートできた。飛行機に似せた座੮഑置に

し、ө૾をもとにラオスの様子を視聴した。人々の生活様

ࣜ、見たことのないものなど、児童は様々なつͿやきをもら

しながら視聴していた。

　展開では、ө૾を視聴して気づいたことを付ᝦに書いて交

流した。交通事情、食事の違い（特にࠛ஬を食べること）、

ഽの色、子ڙ文化センターでの様子など、たくさんの違いに

気づくことができていた。

＜児童の反応＞
・いろいろな食べ物があって、知っている食べ物がなかった。車の中は、日本とくらべてうるさかった。自ͥんの஬は、

日本では食べないけど、食べてきもちわるかった。ラオス語は、何を言っているのか分からなかった。ぼうずの子ども

が多かった。

・あつかった。ご飯はきんちょうしたけど、食べたらおいしかった。஬などを食べる人は、なかなか日本にはいない。

じ童クラϒがあったのには、おどろいた。しかも、ダンスをおどっていた。ϔルメットをかͿらないで、バイクをӡస

していた。日本ではつかまります。道࿏はすなだから、ౙはこおらないのかな？ೋ日目が楽しみだ。

・へんな஬を食べたり、車の通りが反対だったり、広かった。日本とちがうところ͹かりではなかった。児童クラϒがあ

ったり、食どうや市場、お店みたいな԰୆もあるところがにていた。でも、はだの色が少しࠇかったのが、ちがった。

料理や1日のやることもちがってくると思うので、1日の࢓事や、やることをもう少しくわしく知りたいと思いました。

・日本とくらべて、ラオスは児童クラϒがあって、そこでダンスみたいなのをしていました。日本は、஬は食べないけ

ど、஬のおしりを食べていました。自然がとてもきれいだから、人にແ害なのかなと思いました。それに、஬の੠も聞

こえたから、やっͺり、かんきょうがいいのかな？と思いました。஬の事͹っかり書いたけど、おもしろかったです。

2時限目：「ラオスってどんな国？」
ねらい…ラオスཱྀ行というٙࣅ体験活ಈを通して、世界には様ʑな文化や׳習があることを知る。

この授業に
注目

άϧーϓで࿩し߹ͬた໛଄ࢴ
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＜所感＞
世界には様々な文化や慣習があることに気づくことをねらいとしていたので、異文化に気づけるよう動ըをฤूして導

入で視聴させた。意見からは、容࢟、町の様子、食事などの違いに注目していたことがӐえる。面നかったのは、同じ事

に注目しても、ଊえ方が児童によって異なることである。ྫえ͹、԰୆があることが「日本と似ている」と言う児童もい

れ͹、「似ていない」という児童もいる。そのような意見を交流するだけでも、児童は興味を༙かせながら友だちの意見

を聞いていた。今回は「違い」に目がいくようө૾をฤूしたが、その中でも日本との共通点に目を向けている児童がい

た。その意見をरい上げ、次時へとつなげていった。

＜本時の流れ＞　　
（1）ラオスཱྀ行2日目という設定でө૾やラオスの子どもたちのスケジュールを視聴する。

（2）感想を交流する。　ݸ人	→	グループ

（3）;りฦりの日記を書く。

＜児童の様子＞
　前時の学習で、ラオスの子どもたちの一日の༧定が知りたいという意見があったため、ө૾とともにスケジュールとເの

資料も見させた。一日にシャϫーをೋ౓ཋびること、お手伝いをよくしていること、ొ校・ؼ୐時間など、前時にはなかった

違いに気づくことができていた。また、কདྷのເや遊びなどに注目し、本時のねらいであるᶸ共通点ᶹということにも目を

向けることができていた。

3時限目：「ラオスは〝ちがう〟国？」
ねらい…ラオスཱྀ行というٙࣅ体験活ಈを通して、異文化の中にも共通するものがあることを知る。

ラオスの子どもの̍೔のスέδϡーϧラオスの子どものເのֆ
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＜児童の反応＞
・今日は、子どもたちと遊びました。ϖタンクがあったなんて、おどろきました。日本と同じ遊びがあったんだなあと

思いました。インタビューをして、たから物は何ですか？というしつ໰に、家族と౴えてました。わたしも家族だか

ら、あのঁの子とは意見が合うなんて、おどろきました。また、ࡾ回目のཱྀ行に行きたいです。

・今日は車でい動しました。ެԂに行くとϖタンクをやっていて、ࢲもやっておもしろかったです。ラオスでもϖタンク

がはやっているんだなと思いました。子どものしょうདྷのゆめを聞くと、ප院の先生、ぎんこういんになりたいといっ

て、日本よりゆめが大きいと思いました。໷はバーベキューをしました。焼き肉のきかいは日本よりすごかったです。

お肉もとてもおいしかったです。

・今日は農Ԃに行きました。ϖタンクをやっていたので、中に入れさせてもらいました。そしたら、1൪近くに行きました。

わたしは遊びでも、ゆめでも、日本人ととてもにているんだなと思いました。そして、ϖタンクはラオスで1൪人気な

遊びだという事に、とてもびっくりしました。次は、もっと遊びやゆめなどを知りたいです。とても、おもしろかった

です。

・今日、ラオスの人がϖタンクをしていました。その時、日本でやる遊びをラオスの人もやるんだなと思いました。ぼ

くはその時、ാでやっていたので、ാが多いと思いました。ラオスの子は、よくお手つだいをして、すごいと思いまし

た。次は、お手つだいをよくする理由が知りたいです。

＜所感＞
異文化の中の共通点に気づくことをねらいとして、授業を行った。児童の反応にあるように、ເや遊びなどに注目することで

共通点に気づけたと思う。共通点があることが分かると、さらに知りたいという気持ちも高まってདྷたようで、「面നかった」

｢もっと知りたい」などの前向きな感想が生まれた。注目した事は、前時と同様に同じ情報でも児童によってଊえ方が

異なることであった。কདྷのເでも、日本と似ていると思う児童もいれ͹、似ていないと思う児童もいる。「似ている」

｢似ていない」と活発に意見を言い合っている児童の࢟が、ҹ象的であった。

＜本時の流れ＞　　
（1）Ǿ地球ドラマチック「ଜに電気がやってきた」ʱを視聴する。

（2）電気がつくことのࢍ൱、3カ݄後のଜの様子などについて考える。

（3）;りฦりをする

＜「ଜに電気がやってきた」概要＞
ラオス๺部にҐ置するϋテΟンଜには電気が通っておらず、ջ中電౮をย手に༦食の支౓をしたり子どもたちはษڧを

したりしている。ଜ人は、「テレビを見たい」「ษڧして上の学校に行きたい」「ศརになりたい」というئいを抱いている。

そのような中で、政෎と/(0が協力しଜに電気を通すプロジェクトが開始する。多くの人はプロジェクトにࢍ同するが、

ଜが変化することに不安を抱く人もいる。様々な思いが交ࡨしながらも、ແ事、ଜに電気が通る。しかし、電気が通った世ଳは、

ଜのごく一部の人だけであった。そのことに不ຬを抱いたଜ人がٞ߅したところ、Ճえて2世ଳに電気が通ることになる。

3ϲ݄後、ଜには様々な変化がىきた。自分たちでਫ力発電を૿ஙし、電気ྔを૿やした。電気のԸܙで࢓事ははかどり、

家をੴ଄りに改ங、道࿏の੔උ、テレビなどのメσΟΞීٴなどଜが発展した。しかし、ए者がன間からラジオを大Իྔで

流し遊んだり、݁ࠗなどの慣習が変わったりと、変化にށ࿭う人々もいるʕʕʕ。

4時限目：「電気問題」
ねらい…ラオスのଜでىこͬたి気໰୊を通して、ศརになること、ࢧԉのありํについて考える。
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＜児童の様子＞
「ଜに電気がやってきた」の始めの部分

で、ラオスの子どもたちがջ中電౮でษڧ

をしていたことにとてもڻいていた。൪組

の్中で、電気がつくことにࢍ成か反対か	

考えたところ、全ての児童がࢍ成であっ

た。自分たちの生活が電気によって成り立

っていること、そしてө૾の中で電気がな

い生活がどれだけ大変であるかを意見とし

てあげていた。しかし、൪組のଓきを見る

中で、どうやら電気をつけることがଜ人全

員の意見ではない事に気づいた。

3ϲ݄後、ଜがどうなったかの༧想で

は、｢յれた」「不ެฏな気持ちが高まっ

た」などの意見もあったが、全体としては「全ての家に明かりがついた」などの前向きな意見が多かった。

その後、൪組を最後まで視聴し、電気がついたことへの自分の考えをまとめ、本時をऴྃした

＜児童の反応＞　
・わたしは、大きいԻはいけないと思ったけど、ぎゃくによいと思いました。電気をつけたのはよいと思いました。	

かいちゅうでんとうだけでべんڧするのは、大へんだったと思うし、お฼さんもかた手でやるのも大へんだから、電気

をつけたのはよいと思いました。

・ぼくはやっͺりびみょうです。ルールなどをܾめてԻりょうは小。࢓事もちゃんとやる。みんなのことも考える。	

などとやったら、もっとよくなると思います。でも、ଜの人は、໷、྆手が使えるからべんりになったと思います。

	、はラオスのいなかに電気がつくのはいいと思います。電気がきてଜ人たちも電気がくるためにはたらいてࢲ・

電気がきていなかったらੴ作りの家、かちくのかこいができなくて、ଜのかんきょうとかも前とかわっていないと思っ

たし、自分たちでも電気をまねして作っていたのはすごいと思ったからです。

・ぼくは、自分たちが使いやすいからといっても、いきなり使うと今までよかった事がݮり、できなかった事が૿えてい

るから、ぼくは໎っています。なͥ、今までよかった事がݮるのかよく調べたいです。

＜所感＞
これまでの学習とはए干流れが変わった学習となった。この学習を設定した理由として、ラオスで経験したことが生き

ていた。ラオスではΰミのॲ理が໰題となっている。ΰミは࢓分けせず、全て埋めているのだ。これは、もともと自然に

଎な物質面でのӨٸる物しかΰミとして出ていなかったので、その方法でΰミをॲ理すれ͹よかったのだが、外からのؼ

により、ビニールや金ଐྨなど、埋め立てるだけではॲ理しきれないものも出ている。つまり、扱いきれないのだ。まڹ

た、あるଜを๚れた際、物をもらうことに慣れている子どもたちがいた。これは、๚れた外国の人が安қに物をあげるこ

とで、もらうことが当たり前になっているようだと感じた。ݚमメンバーと話し合う中で、物を༩える物質的支援ではな

く、物の扱い方を習得するᶸٕज़的支援ᶹが本当は大事なことであると考えた。

今回の授業は、電気という物質的支援でଜにどのようなӨڹがあるのかを考えさせるため、設定した。電気が当たり前

にある世界で生きている児童にとっては、やはり電気が必要であるという意見が多かった。一方で、ଜ人の思いをくみ取

りながらも、電気がついたことにૉ௚にࢍ成できないという気持ちも、児童の感想からӐえた。また、「ぼくは、自分た

ちが使いやすいからといっても、いきなり使うと今までよかった事がݮり、できなかった事が૿えているから、ぼくは໎

っています。なͥ、今までよかった事がݮるのかよく調べたいです。」という意見があり、ศརになることʹ幸せではな

いのかもしれないという考えを持つ児童もいた。今回の学習を౿まえ、次時の自分たちが物質的支援をする「おྱのプレ

θントをしよう」の学習へつながっていく。

「ଜʹిؾが΍͖ͬͯた」をࢹௌしͯいる様子
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＜本時の流れ＞
（1）動ըに同化し、ラオスのଜにϗームステイをする。

（2）ϗームステイしたおྱのプレθント内容を考える。　ݸ人	→	グループ

（3）グループでܾめたプレθントとそれを選んだ理由について意見交流。

（4）;りฦりをする。

5時限目：「お礼のプレゼントをしよう」
ねらい…ラオスのプレθント໰୊を通して、ラオスの人ʑと自෼たちのࢥいを理ղし合うことについて考える。

̐࣌൘ॻ
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＜൘書ܕ指導Ҋ＞

＜児童の様子＞
導入では、ϗームステイという言葉にͽんとདྷていない児童もいたが、ө૾が始まると興味௡々に見ていた。その後、	

写真のスライドをみせながらଜの様子や思いを確認した。児童はө૾と関܎付けながら確認し、内容を理解していた。

プレθント選びは、多くの児童が悩んでいた。3ݸ選んだ児童は�名。2ݸ選んだ児童は3名。何も選͹なかった児童	

ïҎ下、Aとする）は1名であった。Aの理由は、「使い方を知らなかったら、す͙こわれてしまうから」であった。	

前時の「電気໰題」の学習で、外からの物質だけの支援は本当の支援になるのかということを考えていたので、そのこ

とを౿まえた意見であると感じた。Ҏ下、プレθントとして多かった順である。

ϗームステイをしよう！
【めあて】ϗームステイのおྱのプレθント内容を考えよう。

	

【一人学び】0〜3ݸプレθントを選Ϳ。　→　それͧれの考えをもとに、グループでプレθントを選Ϳ。

　　　　　　選んだ理由を考える。　　　　

	 【共学び】グループの考え発表。意見交流。

	 【まとめ】;りฦりをし、もう一౓自分の考えをまとめる。

【まとめ】

・共学びをもとに、自分の

考えを深める

・;りฦりを伝える

【共学び】

・໛଄紙を活用し、意見を	

視覚的に比べられるようにする	

【一人学び】

・ϗームステイのおྱの	

プレθントをするという

設定を確認する

・選୒形ࣜにすることで、

意見交流ができるようにする

・ଜの様子や思いを確認する	

ことで、プレθントを	

選Ϳ൑அ基४を持たせる	

【めあて】

・ラオスཱྀ行の最ऴ日で	

あることを確認する

・動ըに同化しながら、	

ϗームステイの様子を	

視聴する

・必要なݸ所で解説する	

 村の様子 
・木工品と農業が盛ん 
・99世帯 
・電気が通っていて、テレビも映る 
・小学校がある 
・お手伝いをし、皆で食事 
・子どもは遊ぶのが大好き 
・飴をもらいたがる 

 村人の思い 
・進学することはよいこと 
・学校に時計がない 
・観光を発展させたい 
・日本のことをしりたい 

 自分たちの思い 
・お礼がしたい 
・日本のことを紹介したい 
・食べ物をあげたい 
・面白い遊びを教えたい 
 

αοΧʔ
Ϙʔϧ

͚ͭ΋ͷ

ͤΜ͢

ܭ࣌

̏%4

കͷ͓՛ࢠ

ͨ͘͞Μͷ
೔ຊάοζ

γϟϘϯۄ

೔ຊͷ
঺հຊ

͓՛ࢠͷ
ͭΊ߹Θͤ

 ○サッカーボール 
○つけもの 
○日本の紹介本 
(理由)日本のことを知りたい

と言っている。子ど
もは遊ぶのが好き。 

 ○時計 
(理由)学校に時計があったら 

便利。前の学習から、
プレゼントし過ぎる
のも、良くないと思 
う。 

 〈評価〉プレゼント問題を通して、ラオスの
人々と自分たちの両方の思いを考える大切さ

に気づき、国際理解を深めることができたか。 
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グループで話し合った後、交流をした。	 	

Aグループ「時ܭ」「日本を紹介する本」「せんす」、	

#グループ「時ܭ」「お՛子のつめ合わせ」	 	

｢サッカーボール」、Cグループ「時ܭ」	 	

｢日本を紹介する本」であった。	

まず共通するのは、どのグループも「時ܭ」を	

選んだことである。理由も同じで、ଜ人の思いを	

考えてのことであった。また、「日本を紹介する本」も、	

2グループが選んでいた。Aグループについては	

せんすも選んでいて、ଜ人が「日本のことを知りたい」と	

言っていたこと、自分たちが日本のことを伝えたい

という思いが合わさった選୒であったようだ。

どのϓϨθントをબΜ͔ͩ

άϧーϓで࿩し߹ͬた໛଄ࢴ

άϧーϓで࿩し߹ͬͯいる様子 άϧーϓ͝ͱの発දの様子
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＜児童の反応＞　
・ぼくは、ラオス人にもっと日本のことを教えて

あげたいと思いました。理由は、日本のことを

あるていど知っても、まだ知りたいと思って、

ラオス人が日本にདྷてくれるかもしれないから

です。

・わたしはラオス人の事をもっと知りたいし、プ

レθントをあげるとよろこͿから、プレθント

をあげたほうもいいけど、何もあげないのはか

わいそうだけどよいことと思います。使い方が	

わからないと、だめだからです。

・わたしは、日本をしょうかいする本がいいと思

いました。最ॳは、何もあげないほうがいいと

思ったけど、日本をしょうかいする本をあげた

ら使い方なども分かると思ったからです。ラオ

スの人が日本のことを知りたいと言っていた人

もいました。

・時ܭがいいと思いました。理由は、時ܭは前も

らったので、使い方を知っているので、あげた

らいいと思いました。ࢲが伝えたいことは、こ

まやけんۄなどの、日本の遊びを教えてあげた

いです。ラオスの遊びなどとちがう日本の遊び

を教えてあげたらいいと思ったからです。

・わたしは、やっͺりサッカーボールは、やめた

　方がいいと思いました。わけは、ۭ気入れのボール用がなかったら、す͙ΰミになるからです。わたしがいいと思うの

は、せんすと日本をしょうかいする本がいいと思いました。

・ぼくは、Aさんの何もあげないもよかったと思います。なͥなら、前の事なども考えているのでよかったと思います。

ぼくはラオスの人が日本の事をなͥ知りたいか知りたいです。

＜所感＞　
単ݩのू大成として、ラオスの人々と自分たちの思いを理解し合う異文化理解をねらいとして授業を行った。今回も、	

実際に自分たちが経験した「おみやげ໰題」を発展させ構想を࿅った。おみやげ໰題とは、ラオスでϗームステイをした

際に日本から用意したおみやげを通して、たくさんのおみやげを持参し過ぎたことを;りかえり、౉した物がどのような

Өڹを༩えるのかなどを考えたことである。前時の「ଜに電気がやってきた」の学習で物が༩えるӨڹを学習していたの

で、選୒ࢶの中に「お՛子のつめ合わせ」、「たくさんの日本グッζ」、そしてଜ人がほしいと言っていた「時ܭ」の߲

目を入れた。Aの理由の中に、「あげてもす͙յれてしまうから」とあったことから、前時の学習を意識していることが

Ӑえる。そのことに共感している児童もいた。しかし、児童の意識としては、たくさんあげた方がよいのではないか、自

分たちが楽しい物をあげたい、という自分自身の思いにґった意見も多かった。

グループごとの意見を見ると、考えを深められたことが感じられる。どのグループの理由にも、ラオスの人々と自分た

ちの思いの྆方を౿まえた意見になっていたからである。

;りฦりでは、Aが「日本を紹介する本」を選んでいたことに注目した。理由としては、日本の物の使い方が分かるか

らということであった。ただ物をあげる物質的支援ではなく、その使い方を教えるٕज़的支援を行いたいという思いが感

じられた。

ϫークシート
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＜児童の様子＞
文通の内容は、あいさつ、自ݾ紹介、日本の紹介、ラオスの学習を通しての感想などである。あいさつではラオ語、英語、

日本語で文を書いた。ラオ語も英語も書き方を知らないため、児童は興味൒分、不安൒分で文ষを書いていた。一人一通書き、

ฦ৴を楽しみに待っている。

6時間目：「文通をしよう」
ねらい…ラオスの子どもたちと文通することを通して、おޓいの文化を理ղし親近感を࣋つ。

೔ຊの子どものखࢴ
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事前・事後Ξンケート　

学習の事前、事後に児童へΞンケートを行った。事前の߲目はᶃଞの国に対してどんなイメージがあるか、ᶄଞの国に	

行ってみたいか、事後の߲目はᶃଞの国に対してイメージは変わったか、ᶄଞの国に行ってみたいか、である。Ҏ下が、	

Ξンケート݁果である。

߲目ᶃでは、主に容࢟、町の様子、食べ物についてイメージをあげていた。事前Ξンケートでは、「すみずらそう」	

｢じゅうとかうっているので、少しこわい」など、どちらかと言え͹マイナスイメージがڧいように感じた。これは߲

目ᶄからもӐうことができる。߲目ᶄの事前では、「とても・まあまあ」のׂ合が໿40�であり、やはりଞの国に対

しての気持ちが前向きではないことが分かる。「あまり・行きたくない」を選んだ理由としては、「飛行機が落ちるのがこ

わい」｢食べ物が分からない」「言葉が分からない」という意見が主であった。小学3、4年の児童にとっては、自分たちの	

身の回りの生活での経験がほとんどであり、海外についての知識として得るのは、テレビなどのメσΟΞがほとんどである。

少ない情報だけで物事を൑அするのは難しく、それゆえ海外に対してネΨテΟϒなイメージを持つ児童が多いと感じた。

さて、事後Ξンケートを見ると、学習を通して意識が変わったことがӐえる。まず߲目ᶃでは、「全員がࠇいわけでは

ない」｢そんなにすみずらそうじゃなかった」「料理がちょっとこわくて変な物が入っていそうなイメージだったけど、

おいしそう」など、少ない情報で抱いていた先入観が変容していることが分かる。また、߲目ᶄでは、「とても・まあま

あ」のׂ合が60�になった。｢とても」に関しては、ഒの人数になっている。「とても・まあまあ」を選んだ理由として

は、「外国の1日をいっしょにくらしてみたい」「日本とちがう物が食べられたり、知ることができるから」などがあっ

た。学習を通して生活の様子や文化、慣習を知ることができ、安心感や興味が༙いたことが変容につながったと考える。

のねらいが少しでも達成ݩな変化はなかったが、「知らない→こわい、知る→面നい、もっと知りたい」という本単ܹٸ

できたと思う。

߲目ᶃ【ଞの国に対してのイメージ】
	 どのようなイメージがあるか（事前）
・はだがೱい色やബい色のはだ。

・はだがࠇい。

・せが高い。

・そんなに遊͹ない。

・すみずらそう。　

・広い。　

・たて物がたくさんありそう。

・ॵいイメージ。

・じゅうとかうっているので、少しこわい。

・ナイフやフΥークを使って食べる。

・はしやスプーンなどがなくても手で食べる。

・お米をあまり食べない。　

・ϐβをたくさん食べる。

・ࣣ面鳥の肉をそのままചっている。　

どのようにイメージは変わったか（事後）
・全員がࠇいわけではない。

・背の高い人だけではなく、௿い人もいた。

・いっͺい遊んでいた。

・日本では、していないことをしている。

・そんなにすみずらそうじゃなかった。

・ものすごくいなかの所もあった。

・外国はあまりお金がないので、電気などがついていない

ところもある。

・小さい国があるところ。

・似ている食べ物があった。

・食べる物が違う。

・料理がちょっとこわくて変な物が入っていそうなイメージ

だったけど、おいしそう。

・パンܥのものをよく食べるのは知らなかった。
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今回の学習のねらいは、異文化を知り、考えることであった。ラオスのことを知るためには参Ճܕ学習がよいと考え、

ラオスཱྀ行という形で学習を進めた。ҹ象としては、参Ճܕは意欲・関心が高まるとてもよい手法であると感じた。	

Նの教৬員ݚमにおいても参Ճܕ形ࣜでラオスݚमの報告を行ったが、高ධՁであった。このことから、学年໰わず	

参Ճܕ学習は意欲・関心を高める上で効果的な手法であると思う。

単ݩは自分たちがラオスݚमで実際に経験したこと、感じたことをもとに構想した。異文化と聞くと、どうしてもᶸ違いᶹに	

目がいってしまう。違いに目を向けることで新たな発見ができるというྑさがあるが、同時に自分たちの文化よりྼっている、	

理解できないなどのෛの面も少なからずුかんでくると思う。しかし、異文化の中にも共通する部分があることを、ࢲ自身が	

ラオスݚमの中で学んだ。共通点に目を向けることで親しみが生まれ、ᶸもっと知りたいᶹᶸ஥ྑくなりたいᶹという友好の	

気持ちが育まれる。2、3時間目は、そのことをねらって授業を行ったが、;りฦり日記に「インタビューをして、	

たから物は何ですか？というしつ໰に、家族と౴えてました。わたしも家族だから、あのঁの子とは意見が合うなんて、

おどろきました。」と書いている児童がいた。また、事前・事後Ξンケートから、学習を通して異文化への興味・関心が

高まったことがӐえる。これらのことから、異文化への親しみが児童の中で૿したと感じた。

もう一つ、ラオスݚम中に深く考え、扱いたいと思った題材が「プレθント໰題」である。先にड़べたとおり、実際に	

ϗームステイする時におみやげを持って行った経験がݩになっている。この学習の一൪のねらいは「ラオスの人と自分たちの	

思いを理解し合う」ことである。それにՃえ、物質的支援よりもٕज़的支援が大事であることにも気づかせたかった。	

大ྔに物を支援するのは、本当の支援にならないことをラオスݚमの中で௧感し、児童にも伝えたかったからである。	

理解し合うことについては、よく考えていたと思う。また、支援方法については、児童Aの意見から意識が広がったҹ象を	

受けたが、たくさん物をあげることにٞ࿦がٴͿまでには深まっていかなかった。日頃の経験や考える上での基盤となる情報が	

不足していたことがݪҼと思う。

本学ڃは、日頃の経験の中で海外とのつながりがほとんどない児童が多い。その中で、本単ݩのような学習をすることは、	

ඇ常に意味があると思う。具体的、実際的な経験を教材にすることで、児童の興味・関心が高まり、視野が広がると思う。	

また、異文化と出会う学習には、ଞの教科からは得られない知るتび、考える悩み、楽しさがあると感じた。本学習の	

課題になった「ٕज़的支援の大事さを理解すること」は、今回のような学習を定期的に積みॏねたり、身近なことに	

置き׵えて実際に経験したりすることで、課題に近づいていけると思う。ラオスݚमで得た題材はまだまだあるので、	

今後も教材化し実践をॏねていきたい。そして、ະདྷを担う地球市民を育てていきたい。

　	 	 	 	 	 	 	 	 　　　　　　	 　　　

全体を通しての成果と課題
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